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法
令
整
備
に
み
る
光
と
陰陰陰陰陰陰陰陰陰陰陰陰陰陰陰陰陰陰陰陰陰陰

県
の
推
進
計
画
は
画
餅
か
？

具
体
的
に
踏
み
込
ん

で
い
る
県
条
例

　
こ
の
経
緯
も
あ
っ
て
か
、
全

体
的
に
条
例
は
法
律
よ
り
踏
み

込
ん
で
い
る
感
が
あ
る
。
神
奈

川
の
県
条
例
で
は
、「
歯
と
口
腔

　
つ
ま
り
、
国
の
法
律
制
定
は

全
国
の
条
例
制
定
の
動
き
に
後

押
し
さ
れ
た
形
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
各
地
の
条
例
は
国

の
法
律
と
同
様
に
議
員
提
案
で

あ
り
、
歯
科
医
療
界
の
働
き
か

け
の
反
映
と
な
っ
て
い
る
。

目
を
み
た
格
好
だ
。

　
こ
の
動
き
と
重
な
る
か
の
よ

う
に
、
法
律
に
先
ん
じ
て
、
神

奈
川
県
で
は
「
神
奈
川
県
歯
及

び
口
腔
の
健
康
づ
く
り
推
進
条

例
」（
以
下
、「
県
条
例
」）
が
昨

年
３
月
４
日
に
公
布
、
７
月
１

日
よ
り
施
行
さ
れ
て
い
る
。

　
一
見
、法
律
制
定
を
意
識
し
、

呼
応
し
た
動
き
の
よ
う
に
も
思

え
る
が
、
事
実
は
異
な
る
。
実

は
、
全
国
的
に
同
趣
旨
の
歯
科

保
健
条
例
の
制
定
が
法
律
成
立

以
前
か
ら
進
展
し
て
お
り
、　０８

年
７
月
　
日
施
行
の
「
新
潟
県

２２

歯
科
保
健
推
進
条
例
」
を
皮
切

り
に
、
北
海
道
、
長
崎
県
な
ど

　
の
道
県
で
制
定
、
神
奈
川
県

２７は
全
国
　
番
目
と
な
る
。
こ
の

１６

動
き
は
市
町
村
レ
ベ
ル
へ
も
波

及
し
、
岐
阜
市
や
日
光
市
な
ど

制
定
は
　
を
数
え
て
い
る
。

２０

　
歯
科
の
口
腔
保
健
に
関
し
て

法
整
備
が
こ
の
間
、
進
展
し
て

い
る
。
国
の
レ
ベ
ル
で
は
昨
年

８
月
２
日
に
「
歯
科
口
腔
保
健

の
推
進
に
関
す
る
法
律
」（
以
下

「
法
律
」）
が
成
立
、
８
月
　
日
１０

に
公
布
・
施
行
と
な
っ
た
。
こ

の
法
律
は
口
腔
の
健
康
が
質
の

高
い
生
活
を
営
む
上
で
重
要
と

位
置
づ
け
、
歯
科
疾
患
予
防
等

の
口
腔
保
健
の
推
進
に
関
し
基

本
理
念
、
施
策
の
基
本
事
項
を

定
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
全
　
条
か
ら
な
り
、
第
２
条

１５

の
基
本
理
念
で
は
歯
科
疾
患
の

早
期
発
見
早
期
治
療
の
促
進
、

乳
幼
児
か
ら
高
齢
期
ま
で
の
各

段
階
の
疾
患
特
性
へ
の
適
切
・

効
果
的
な
対
応
、
保
健
・
医
療
・

社
会
福
祉
・
労
働
衛
生
・
教
育

等
の
関
連
施
策
の
連
携
を
謳
っ

て
い
る
。
ま
た
、
口
腔
保
健
の

知
識
啓
発
、歯
科
検
診
の
勧
奨
、

障
害
者
等
の
検
診
施
策
、
歯
科

疾
患
予
防
措
置
、
調
査
研
究
な

ど
に
関
す
る「
方
針
」、「
目
標
」、

「
計
画
」
を
国
が
定
め
る
こ
と

を
義
務
化
し
て
い
る
。
こ
れ
に

伴
う
財
政
上
の
措
置
だ
が
、
同

法
で
は
「
努
力
義
務
」
と
な
っ

て
い
る
。

　
法
律
の
第
　
条
で
は
、
都
道

１３

府
県
に
も
国
と
同
様
に
前
記
の

内
容
を
義
務
づ
け
て
い
る
点
も

特
徴
で
あ
る
。

　
ち
な
み
に
、
こ
の
法
律
は
自

公
政
権
時
の
　
年
に
民
主
党
が

０８

提
案
、
政
権
交
代
前
の
　
年
に

０９

自
民
党
が
提
案
し
て
い
る
が
、

政
局
も
絡
み
２
度
ほ
ど「
廃
案
」

と
な
っ
て
お
り
、
や
っ
と
日
の

い
る
。
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
年
内
に
意
見
集
約
、
年
末
か

ら
来
年
１
月
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
実
施
、
来
年
２
月
に
最

終
案
作
成
、
議
会
審
議
を
経
て

年
度
末
の
来
年
３
月
ま
で
に
策

定
と
な
っ
て
い
る
。

　
国
の
法
律
、
県
条
例
と
も
に

財
政
措
置
は
努
力
義
務
の
た

め
、
財
政
状
況
を
考
え
れ
ば
、

推
進
計
画
は
画
餅
に
帰
す
公
算

も
高
い
。

　
口
腔
保
健
に
関
す
る
理
念
、

基
本
が
国
、
県
で
法
令
整
備
さ

れ
た
意
義
は
大
き
い
。
た
だ
、

実
効
性
の
あ
る
も
の
と
す
る
点

で
の
限
界
も
透
け
、
疾
病
自
己

責
任
の
影
も
ち
ら
つ
く
。

　
過
日
、
厚
労
省
発
表
の
医
療

費
デ
ー
タ
で
は
歯
科
医
療
費

シ
ェ
ア
は
全
体
の
７
・
０
％
と

過
去
最
低
と
な
っ
た
。
歯
科
医

療
費
は
こ
の
　
数
年
来
の
２
・

１０

５
兆
円
で
据
え
置
か
れ
て
き

た
。
歯
科
医
療
機
関
の
存
立
が

あ
っ
て
の
歯
科
口
腔
保
健
で
あ

る
。

　
歯
科
医
療
界
の
声
の
集
中
と

国
民
的
理
解
、
共
感
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
。

し
、
今
年
６
月
に
は
厚
生
科
学

審
議
会
が
答
申
。
７
月
　
日
に

２３

「
歯
科
口
腔
保
健
に
関
す
る
基

本
事
項
」が
告
示
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
を
受
け
、
現
在
、
県
で

は
「
推
進
計
画
」
を
６
名
の
専

門
家
に
よ
る
計
画
策
定
部
会

と
、
親
会
議
の
推
進
協
議
会
が

こ
れ
ま
で
各
々
１
回
開
催
。
議

論
で
は
「
か
な
が
わ
健
康
プ
ラ

ン
　
」
と
の
調
整
、
国
目
標
を

２１
達
成
し
て
い
る
項
目
の
取
り
扱

い
、
地
域
格
差
解
消
、
計
画
期

限
、
医
療
と
の
連
携
、
歯
科
保

健
の
現
状
な
ど
が
、
出
さ
れ
て

な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
そ
も
そ
も
県
民
や
国

民
の
主
体
的
な
取
り
組
み
が
基

本
と
い
え
ど
も
、
法
令
に
努
力

義
務
規
定
を
置
く
こ
と
は
、
社

会
保
障
改
革
で
台
頭
し
つ
つ
あ

る
「
疾
病
自
己
責
任
論
」
の
法

的
論
拠
の
強
化
へ
と
連
動
す
る

懸
念
、
危
険
性
が
あ
る
。「
健
康

増
進
法
」
に
は
既
に
規
定
さ
れ

て
お
り
要
注
意
で
あ
る
。現
実
、

市
町
村
の
歯
科
検
診
が
節
目
検

診
で
あ
り
、
貧
弱
な
内
容
の
合

理
化
の
理
由
に
も
さ
れ
か
ね
な

い
。財

源
の
裏
付
け
が

あ
っ
て
こ
そ
の
計
画

　
国
の
法
律
制
定
に
よ
り
県
条

例
に
よ
る
「
推
進
計
画
」
等
は
、

国
の
定
め
る
口
腔
保
健
施
策
の

方
針
、
目
標
、
計
画
と
整
合
性

が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、国
、

県
の
連
動
関
係
が
明
確
と
な
っ

た
。
ま
た
県
の
健
康
増
進
計
画

や
医
療
費
適
正
化
計
画
な
ど
の

諸
計
画
と
の
調
和
を
求
め
ら
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
国
は
法
律
に
基
づ
き
、
医
政

局
に「
歯
科
口
腔
保
健
推
進
室
」

を
設
置
、
ま
た
基
本
施
策
の
推

進
に
向
け
専
門
委
員
会
や
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
け
検
討

の
健
康
が
生
活
習
慣
病
予
防
、

全
身
の
健
康
保
持
に
重
要
な
役

割
を
果
た
す
」（
第
１
条
）と
し
、

全
身
疾
患
と
の
関
係
を
明
確
に

位
置
付
け
て
い
る
。
ま
た
、
歯

科
保
健
の
基
本
理
念
の
み
な
ら

ず
、県
民
・
県
・
歯
科
医
師
の「
責

務
」、
教
育
関
係
者
等
・
医
療
保

険
者
・
事
業
者
の
「
役
割
」
の

明
示
、
歯
科
保
健
推
進
の
施
策

の
基
本
事
項
を
定
め
た
も
の

と
、
条
例
の
目
的
に
具
体
性
を

持
た
せ
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
県
条
例
で
は
、「
基

本
理
念
」（
第
３
条
）と
し
て
、歯

科
保
健
の
意
義
を
自
覚
し
た
県

民
の
主
体
的
取
り
組
み
が
基
本

と
し
、
関
係
者
・
関
係
機
関
の

連
携
で
そ
の
環
境
整
備
を
図
る

と
規
定
。「
基
本
的
施
策
」（
第
　１０

条
）で
は
８
０
２
０
運
動
や
年

齢
に
応
じ
た
取
り
組
み
の
推

進
、そ
の
た
め
の
人
材
育
成
、市

町
村
へ
の
フ
ッ
化
物
応
用
な
ど

の
虫
歯
予
防
の
情
報
提
供
・
技

術
支
援
、障
害
者
・
要
介
護
高
齢

者
の
歯
科
保
健
の
推
進
な
ど
の

項
目
が
条
文
化
さ
れ
て
い
る
。

歯科口腔保健の推進に関する基本的事項（抜粋）
目標値

（2022年）現状値具体的指標ライフ
ステージ

歯
周
疾
患
の
予
防

90％77.1％3歳児でう蝕のない者の割合の増加乳幼児期
65％54.6％12歳児でう蝕のない者の割合の増加学齢期

10％40.3％40歳代の未処置歯を有する者の割合
の減少成人期

75％54.1％40歳で喪失歯のない者の割合の増加

10％37.6％60歳代の未処置歯を有する者の割合
の減少

高齢期 70％60.2％60歳代で24歯以上の自分の歯を有
する者の割合の増加

50％25.0％80歳代で20歯以上の自分の歯を有
する者の割合の増加

10％12.3％3歳児での不正咬合等が認められる
者の割合の減少

乳幼児期
及び学齢期

生
活
の
質
の
向
上

に
向
け
た
口
腔
機

能
の
維
持
・向
上 80％73.4％60歳代における咀嚼良好者の割合の

増加
成人期
及び高齢期

65％34.1％過去1年間に歯科検診を受診した者
の割合の増加

歯
科
口
腔
保
健
を
推
進
す
る

た
め
に
必
要
な
社
会
環
境
の

整
備

23都道府県6都道府県3歳児でう蝕がない者の割合が80％
以上である都道府県の増加

28都道府県7都道府県12歳児の1人平均う歯が1.0歯未満で
ある都道府県の増加

36都道府県26都道府県歯科口腔保健の推進に関する条例を
制定している都道府県の増加

　
県
条
例
は
、
県
に
「
歯
及
び

口
腔
の
健
康
づ
く
り
推
進
計

画
」
の
策
定
な
ど
「
責
務
」
の

担
保
措
置
を
講
じ
、
教
育
関
係

者
（
学
校
）、
事
業
者
（
職
場
）

や
医
療
保
険
者
（
地
域
）
に
も

歯
科
保
健
推
進
へ
の
積
極
的
関

与
を
求
め
て
い
る
。

　
そ
の
一
方
で
、県
民
の
責
務

（
第
４
条
）と
し
て
、「
歯
及
び
口

腔
の
健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に

取
り
組
む
よ
う
努
め
る
も
の
」

と
規
定
し
、
県
の
責
務
（
第
５

条
）
に
優
先
さ
せ
て
い
る
。

　
こ
の
努
力
義
務
は
、
国
の
法

律
で
も
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、

法
律
は
、
①
国
・
地
方
公
共
団

体
、
②
歯
科
医
師
、
③
関
係
事

業
者
、
④
国
民
―
の
順
番
で
条

文
化
さ
れ
て
お
り
、
大
き
く
異
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